













































































































































































































































れたReasonable Men Powerful Words がそれで，大島かおりさんによって2007年に岩波書店から『理性
ある人びと　力ある言葉』として訳出されています。訳者の大島さんは，あえてこの書に「大内兵
衛グループの思想と行動」というサブタイトルを付けられています。
ローラ・ハインさんの研究によれば，大内グループは単なる体制批判派ではありませんでした。
ローラさんの言葉だと，〈expertise〉の担い手となっています。そして，訳者である大島さんは
〈expertise〉を「学問知」としたのですが，それは，大内グループには，政策科学的な知識の展開が
あったとする意味づけでありました。
つまり，大内グループはいわゆる「人民戦線教授グループ」として獄に繋がれた人たちでありま
すし，そういう意味では反体制派であったのですが，この大内グループは，実は実学派であって，
戦時中においても政府はもちろん軍部などからも尊重され重要視された政策科学の担い手であった
のでした。
ハインさんの表現によれば，社会的「公共圏」の形成が20世紀後半の時代的特徴でありました。
世界の各地においてパブリック・スフィアの状況展開があり，日本においても旧体制を新体制であ
る「公共圏」の形成に変容させていく試みがなされていました。そのような〈expertise〉を発揮し
たのが大内グループであったとされています。つまり，大内グループに対し，「労農派」ないし「人
民戦線グループ」という捉え方とは異なった側面からの評価が与えられています。
ハインさんのそのような評価は説得的でありました。大内グループは，第二次大戦時における政
策科学派のエリート集団として評価されると同時に，その本領が戦後直後期に発揮されていたと指
摘されているのです。ご存じのように第二次大戦後，新憲法体制下において最初に成立した政権は
社会党政権でありました。社会党政権が成立する状況下にあって大内グループが浮上するわけであ
りますが，その際，大内グループを政策科学のグループと捉えて評価するハインさんの視点がきわ
めて説得性を発揮するのでした。
ハインさんによって〈expertise〉の担い手として注目されたのは，大内兵衛ほか，有沢広巳，大
森義太郎，脇村義太郎，高橋正雄，美濃部亮吉の６名でありました。なぜその６名なのか，宇野弘
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蔵，向坂逸郎などはグループの外の人物であったのか，疑問は残ります。
それはともあれ，ハインさんは大内グループについて，「労農派」ないし「人民戦線グループ」と
する従来の位置付けを超えた20世紀後半における「学問知」の発揮者集団としての評価を与えてい
るのであり，その視点が，今日，国家社会主義が崩壊した時点で，私たちが大原社研について議論
する際に見落としてはならない視点になっているのではないかと思われます。
（8）大原社研とフェビアン・ソシアリズム
関連して提起したいもう一つの視点があります。それは，それは大原社研と社会民主主義の密接
な関係を問う視点であります。特に大原社研とフェビアン・ソシアリズムとの関係を重視する視点
であります。
高野岩三郎は，1930年，ある辞典の中で，大原社研について，社会問題専門の研究機関であり，
国際的にはロシアのモスコウにあるマルクス・エンゲルス研究所とレーニン研究所と並べられる研
究所であるとしています。その際，高野は，さらにもう一つは，ドイツのフランクフルトの社会問
題研究所を並べることができるとしています。
ところで，大原社研を，ロシアのマルクス・レーニン主義の研究所とドイツのフランクフルト学
派の研究所と並べるだけでは充分な説明にならないと思われます。高野岩三郎は，大原社研のあり
方について，ML主義の研究所とフランクフルト学派の研究所の違いをどのようにとらえて構想して
いたのでしょうか。
実は，この点に関して一点の検討材料があります。発足時の大原社研の雑誌のタイトルを見ます
と，“Sozialforschung”と表記されているのです。大原社研は，ML主義を標榜するのではなく，「修
正ML主義」とでも言うべきフランクフルト学派の立場を重視していたと見るべき材料があるのです。
もっともフランクフルト社会研究所も大原社研もほとんど同時発足であり，フランクフルト社会
研究所の後を大原が追ったという関係にはなっていません。大原社研は，文献渉猟の領域において
ロシアのマルクス・エンゲルス研究所を重視しながら，マルクス主義の新展開としてフランクフル
ト学派の理論動向にも注目していたのであり，それが「社会問題研究」の“Sozialforschung”とい
う表記になっていたのではなかったかと思われます。
拡がりを示していた大原社研の社会主義研究でありましたが，その拡がりは，社会民主主義と大
原社研の関係という領域に展開されるものとなっています。大原社研は，イギリス流社会民主主義
への傾倒を隠すことがありませんでした。とくに重視していたのは，社会民主主義におけるフェビ
アン・ソシアリズムの思想であり文献であったと思われます。
たとえば，第一次大戦後，設立された大原社研によって「社会科学文献シリーズ」が刊行された
際，シドニー・ウェッブの『大英社会主義国の構成』が入っていました。さらに，第二次大戦後，
大原社研によって復刊された「社会科学文献シリーズ」の最初の一点はシドニー・ウェッブの『大
英社会主義国の構成』でありました。
第一次大戦直後の大原社研にあって，また，第二次大戦直後の大原社研にあって共通する理念と
なっていたのは，「社会構造」（constitution）としての社会主義でありました。『大英社会主義国の
構成』は，第二インターナショナルから依頼されてウェッブがまとめた本でありますから，第一次
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大戦後の大正デモクラシーの展開期，あるいは第二次大戦直後の日本国憲法の形成過程にあって，
大原社研は社会主義的な「社会構造」論を国家構造論として展開していたのでした。
協調会の文庫の中には，フェビアン・トラクトというフェビアン主義に関する一級文献のたいへ
んなコレクションがあります。その協調会が収集したフェビアン・トラクトが結局は大原社研の書
庫に収まっているという結末も決して偶然ではないのであり，何かそこに結ばれるべくして結ばれ
る歴史の絆があったと見ることができるようであります。
（9）戦後労働法制における協調会と大原社研
最後にまとめさせていただきますが，第二次大戦が終わったあと，初めて協調会と大原社研は一
つの場で顔を合わせます。その場とは，戦後の労働法制制定の場でありました。第二次大戦後，大
日本帝国憲法体制の残存期間にあって，明治憲法体制下における最初の労働組合法が1945年12月に
成立します。
最初の労働組合法成立の中心になったのは協調会でありました。協調会が呼び掛ける形で，労働
組合の代表者として総同盟の松岡駒吉が加わりました。大原社研からは森戸辰男が加わりました。
ところで，協調会と大原社研に関する私の本日の報告の趣旨は両者の内的関連についての指摘で
あるとともに両者のある大きな相違点についての指摘にあります。その大きな違いは何かというと，
協調会は確かに第二次大戦後，本邦初の労働組合法制定にあたってその先頭に立つのですが，その
協調会がどうしても提起できなかったのは帝国憲法の廃棄であり新憲法の制定でありました。
内務省の官僚が中心になっていた協調会としては，大日本帝国憲法体制下において労働組合を法
的に成立させる営為は国家官僚的立場における役割自覚ぎりぎりの課題であったのでした。旧内務
官僚にあっては，大日本帝国憲法体制の枠を突破するという発想はほとんどなかったのであり，新
憲法体制としての労働法制に考えが及ぶことはありませんでした。協調会の関係者，それも社会局
関係者の中に「あれ（新憲法制定の提起）をしなかったのは残念だった」と言い残している例が
あったようですが，大勢としては協調会関係者において戦争終結を新憲法制定と結びつける発想が
生じることはなかったとみてよいようです。
ところが，大原社研の場合，第二次大戦が終わったその瞬間から，大日本帝国憲法の廃絶と新憲
法の制定に向かう動きを開始していました。日本国憲法形成過程において大原社研が占めた位置，と
くに高野岩三郎と森戸辰男が果たした役割については，すでに実証的分析の成果も挙げられています。
第二次大戦直後の時点で，ようやく一つのテーブルに着いた協調会と大原社研でありました。そ
して，その時点で明らかになったのは，一方で，協調会が「国家の中の社会」としての自覚から
「社会化」をぎりぎりの地点まで突き詰める姿勢を示して終わっていたのに対し，大原社研が「社会
の中の国家」という位置付けで，社会の「社会化」を国家枠を突破する方向性で提示し，制度的に
追求する姿勢を示していたことでありました。
以上のような協調会と大原社研の関係があり，そのような経過において，戦前の社会研究セン
ターの蔵書と資料はこの法政大学の多摩キャンパスにある大原社研の書庫に一体化し，収められる
に至っているのでした。これで，私の報告を終わらせていただきます。
（たかはし・ひこひろ　法政大学名誉教授）
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